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ソ違の童襲金属鉱床

〔2〕

マンガン鉱床

ソ連では19世紀に入って製鉄が盛んになると共にチ

アトノレスキｰとニコポルスキｰを中心としたプンカン鉱

床の組織的な開発カミ始まリ現在は世界第1のマンガン

産出国でソ連国内の需要をじゅうぶんまかなっている

ぱかりでなく相当量のマンガン鉱を輸出しその一部

は日本にも輸入されている.

ソ連の主要なマンガン鉱床を胚胎する地域としては

まず第1に第三紀漸新世の沈澱鉱床であるニコポｰル

ボリショイ･トクマｰクチァトｰルアジャメｰチ･

ウハルスキｰマングィシュラスキｰラビンスキｰ

ポルノｰチヌイマルジャッキｰ等があげられるカミと

くにこれらの鉱床の中には大規模のものが多い.世界

のマンガン鉱の年間産出額約1,500万トンの中新新世

の沈澱鉱床から産する鉱石は約500～600万トンであるが

その大半はソ連のこの種の鉱床から採掘されておりソ

連の全出鉱量の95%以上を占めている.この他デボ

ン紀の碧玉層中のマンガン鉱床がプリマグニットゴルス

ク地方にまた上部二畳紀の含マンガン石灰岩中の鉱床

としてウルチュリャクスキｰ堆積源変成鉱床として中

央カザックスタンのマノレガｰネッツ(デボン紀～下部石

竹田英夫

炭紀)西部シベリアのマズルスキｰとウジンスキｰ

(カンブリア紀)および東部シベリアの小ヒンガン地域

(先カンブリア紀)等が知られている.これらの鉱床に

ついてベチェｰヒチン(A.F.BeTexTHH,1944)は成因的

に次の5つの型に分けている.
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スカルン鉱床

熱水鉱床

二次富化鉱床

沈澱鉱床

変成鉱床

1)スカルン鉱床

この種の鉱床はハウスマン鉱とブラウン鉱を主とし

炭酸塩鉱物を主とする岩体と中～酸性火成岩の境界付近

に胚胎され鉱石鉱物として磁鉄鉱ノ･ウスマン鉱ブ

ラウン鉱バラ輝石の他ときにフランクリン鉱かみら

れマンガン柘榴石紅簾石を伴っている.ソ連では

中央ウラルのリボフ鉱床はこの型に属するが一般にこ

の種のスカルン鉱床はまれであり鉱業的に余り重要で

はない.

2)熱水鉱床

熱水鉱床はさらに中温性と低温性に分けられ前者は
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おもに花開岩類の活動に関係し後者は海底火山活動に

起因するものとみなされている.

&)中温性熱水鉱床

この種の鉱床は形態的に鉱脈と交代性塊状鉱床が存在

し鉱石鉱物は炭酸マンガン鉱バラ輝石ブラウン鉱

ハウスマン鉱軟マンガン鉱硬マンガン鉱赤鉄鉱

磁鉄鉱黄鉄鉱その他の硫化鉱物からなり石英重晶

石などを伴っている.ウラル地方の二一ジュネ･タキ

ｰルのサバノレスキｰはこの型に属するが鉱業的価値の

点では中温性熱水鉱床はあまり大き杜意義をもたない.

b)低温性熱水鉱床

この種の鉱床も裂鐘充填塊状交代層状角礫状等

の種々の形態を示し普通海底火山活動の火山岩類と密

接に関係する.鉱石鉱物は硬マンガン鉱軟マンガン

鉱を主とし三囑璃玉髄質石英重晶石炭酸塩鉱物狂

とを伴っている.小コｰカサス地域にこの種の鉱床の

分布がみられるが中温性熱水鉱床と同様ソ連では鉱

業的価値の比重は小さい.

3)二次窟化鉱床

種々の成因によるマンガン鉱床が天水等の酸化作用に

より露頭付近に二次富化鉱床を形成するがこれらはお

もに二酸化マンガン鉱(硬マンガン鉱軟マンガン鉱)

からなり地下深部では炭酸マンガン鉱や珪酸マンガン

鉱に移化する.ソ連では西部シベリア地方のムスルス

キｰ中央ウラノレのマノレシャツキｰとポルノｰチヌィ

南ウラルのプリマグニットゴルスキｰ等の鉱床がこの型

に属するがやはり従属的な鉱業的価値しかもたねい.

4)沈澱鉱床

この種の鉱床には海成のものと湖性または沼性のも

のとがある.

ム)海成沈澱鉱床

先にも述べた如く海成沈澱鉱床はソ連で鉱業上もっ

とも重要な役割りを果たしている.成因的には一般に

浅海性の珪質沈澱岩と密接に伴い沈澱当時の近海領域

にその分布がみられる.鉱石は硬マンガン鉱軟マン

ガン鉱等の二酸化マンガンを主とするが当時の海津線

から遠ざかるにつれて水マンガン鉱が段々増加しさら

に炭酸マンガン鉱に移化する傾向がみられる.チァト

ノレスキｰではこのような鉱石の性質の変化は10～20km

の範囲でみられるがポノレノニチヌィではわずかにO.5

kmで変化しておリその原因として海底の沈降速度の

場所による変化に関係すると解釈されている.

普通高品位の二酸化マンガン鉱は当時の海岸線に近い

付近に分布しより深い海底に沈澱した炭酸マンガン鉱

にはPSSi0･等の有害成分が多く含まれる.この

炭酸マンガン鉱の表面は酸化されて高品位の二酸化マン

ガン鉱に類似するが若干脆くまたPの含有量が高いこ

とから両者の区別が可能でありまた野外で古地理的た

分布の上からも識別は容易である.したがって調査の

際高品位鉱の分布か当時の海岸線に近い側にみられま

た海底の隆起沈降によって生じる鉱体内での層序的恋上

下関係での品位の変化などに注意する必要がある.

ニコポｰルチァトｰルボノレノｰチヌイ等の大規模

な海成沈澱鉱床は珪質沈澱岩に伴っているが西プリウ

ラルのウルチュリャｰク鉱床は含マンガン石灰岩にま

た北コｰカサスのラビンスコェ鉱床は含マンガン砂岩

に伴う例も存在する.

b)期性または沼性沈澱鉱床

汽水性湖沼中に含水マンガン珪酸塩が沈澱して生じた

鉱床であり一般に当時の湖沼の岸近くに形成されてい

る例が知られている.成因的には未だ余り明らかでは

狂いがその沈澱は腐食酸の作用に関係しマンガンの

濃集は微生物の活動に起因したと推定されている.

ソ連では南ウラルとアルタイの第三紀層中にこの種の

鉱床が知られている.

5)変成鉱床

普通二酸化マンガン鉱を主とする沈澱鉱床が広域変成

作用を受けると脱水作用等によりブラウン鉱ノ･ウス

マン鉱等を生1二で変成鉱床と柾るがさらに高変成度に

達したときは珪酸マンガン鉱マンガン柘榴石等が晶出

する.中央カザックスタンのカノレザクバイスクとアク

スイスキｰ鉱床癖はこの型に属しプリマグニットゴル

スクは高変成度の変成鉱床であるが品位が低下してい

るため二次實化帯のみが稼行の対象と枢っている.

上記の5つの型の鉱床の中とくに鉱業的に重要な鉱

床の代表的放数例についてさらに詳しく述べることに

する.

(1)ニコポルスキｰ

ウクライナ地方を流れるドニェｰプル河の右岸のニコ

ポｰル市の北に位置し1886年に開発が始まり現在も大

規模な稼行が続けられている.鉱床は海成沈澱鉱床に

属する層状鉱床で先カンブリア紀の片麻=岩と花開=岩類

のゆるい波状を呈する不整合面上に分布し漸新世の泥

によっておおわれさらにその上部に中新世の海浸によ�



一32一

120第2図ニコポルスキ□鉱床地質断面

901.錦西紀層6.陸棚堆積層
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30一一2･上部鮮新肚堆積屈7･古第三紀層

｡･一..............一.一十､㌔㌢､･､十､･､･･千3･赤褐色粘土層8･マンガン鉱床

｡-5iO15㎞十十十叶十ぺ十十4.ホンチｰチェスキｰ層9.古期基盤砦類

』｣〇一5.トビ目7スキｰおよび

!田皿ロｰ庭蔓ヨ2塵ヨ､3区…重4匿窒ヨ5畷≡霞16腕7E三ヨ8厘=;ヨgサルマｰト層

るサルマッキｰ層の砂と泥が分布する.したがって3等鉱まで選別されるが1等鉱はMn48～52%PO.16

鉱床の形態はほとんど水平に近くところにより南に5～O.22%2等鉱はMn42～46%Po.17～O.25%3

～7切傾斜を示しその厚さは下盤の先カンブリア系の等鉱はMn30～35%PO.18～0.35%である.

ゆるい凹凸に関係し凸部では薄くたって尖減し凹部鉱床の成因は浅海性の沈澱鉱床(鉱層)で鮫の歯く

では3～4mまたはそれ以上に達する.じらの骨腕足類の殻その他の動物化石を含む砂泥互層

一般に鉱石は数｡mから0.3mの厚さの砂層および泥層中に沈積したとこが明らかである.鉱石と互層する砂

と互層し軟マンガン鉱と水マンガン鉱に富み鉱床の泥層は基盤の先カンプりア系の片麻岩や花開岩その他繰

下盤側および当時の海底の比較的深い地域に相当する都角岩類が海底で削蜘されて流動したものと考えられこ

分でマンガン方解石と菱マンガン鉱が含まれてくる.れらの基盤岩類中に含まれていたマンガンカミ溶出して移

ニコホノレスキｰのマンガン鉱は次のように分けられ動し海岸の近くの海底に沈澱したとみなされている.

ている.先にも述べたようにニコポルスキｰでは北部の当時の

海偉線に近い付近に軟マンガン鉱が沈澱し南部に行く

a)固結鉱にしたがって一当時の海岸線から遠ざかるにつれて

固結鉱は脆い砂泥層中の軟マンガン鉱と鉱床の南部の水マンガン鉱が段々多くなりさらに菱マンガン鉱に移

細粒泥層(当時の海底の深い地域)の水マンガン鉱の団塊過する現象がみられる.

状に固結した鉱看である.この種の鉱石はその大きさニコポルスキｰ鉱山はクリヴォイ･ログとドンバスを

により細粒鉱(径5mm)くるみ鉱(径5～15mm)小結ぶ鉄道上に位置し非常に恵まれた立地条件を備え

団塊鉱(径15～30mm)大団塊鉱(径30～200mm)に分ウクライナ地方のクリヴォイ･ログを中心とする多くの

けられこれらの品位はMn>50%でいずれも1等鉱製鉄所にマ1■ガン鉱を供給する一方東欧圏の民主人民

に属する.共和国をはじめその他の国にも輸出している.

b)多孔質鉱

不規則な形の多孔質な団塊状の鉱石で鯛状の含水酸

化マンガンと石英および長石カ§混在した砂の団結したも

のであり軟マンガン鉱を含む硬マンガン鉱と水マンガ

ン鉱からなる.この種の鉱石の品位はMn40～42%程

度のものが多く一部ではそれ以上に達することもある

が普通2等鉱として扱われている.

¢)煤状鉱

一煤状鉱は広範に分布し煤状の軟マンガン鉱と含水酸

化マンガンの湊透した泥でMη10～15%の低品位鉱で

ある.

d)その他の鉱石

ときに激密な塊状鉱で俗称｢愛人｣(n岬｡yxa)と呼ば

れるものや薄層の板マンガン鉱で｢板岩｣(n㎜T㎜K)

と呼ばれている鉱石もある.

二塁砿業的にはa)とb)の鉱石が重要でありとくに固結

鉱がもっとも重要征マンガン鉱である.可採鉱全体の

品位はMn30～35%で選鉱が必要であり･1等鉱から

(2)チァドルスキ｡

グルジア共和国の黒海に面したポｰチ港の北東約140

kmに位置し〃ヴィリロイ河とその支流によって浸食

された標高600～800mの台地帯に存在する.

チァドルスキｰ鉱床は1887年から開発が始められた

が非常に高品位のマンガン鉱を産しこれらの鉱石は

｢ポｰチのマノレク鉱｣と呼ばれていた.

ベチェｰヒチン(A.F.BeTexTHH)の研究によれば

この付近の層序は第1表に示すとおりである.

節.耳炎チァドルスキｰ付近の層序表

中新.､､以1丁÷嬬

1季㍍㍍㍊三㌶篤洲

1榊/簑蓑鰐排(狐募集瓢下

｣:部1コ亜紀石灰排

ジュラ紀石灰批

三符紀(ライアス)万茨斑料

玩カンブリア紀ドゥズルスキｰ花棉排

鉱床は二;!ポルスキｰと同じく東にゆるく傾斜した水�
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平に近い形態を示し原鉱床の分布面積の約1/2がクヴ

ィリロイ河によって削剥されている.鉱床の産状は脆

い珪質化学沈澱岩と互層し鉱石層が3～15枚鉱体中に

みられその厚さは数｡mから80二mまであり稼行して

いる鉱体中の互層帯の厚さは2～5mで相当広範囲に

わたりその分布がみられる.しかしながらここでも

ニコポルスキｰと同じく鉱床の南西部は軟マンガン鉱と

硬マンガン鉱の良質鉱からなり北東に行くにしたがい

水マンガン鉱が増加しさらに炭酸マンガン鉱(一部菱

鉄鉱を含む)に移化する.鉱石組成のこのような変化

は沈澱当時の海底の深さによる酸化祭伜に関係するが

単に水平分布における変化だけでなく鉱床の垂直断面

においても下部の方が上部に比べて良質の二酸化マンガ

ン鉱が多いという現象がみられ沈澱時の海底の深さの

変化(沈降)が推定される.

チァドルスキｰの鉱石は次のように分けられている.

a)鉱染状節状鉱

脆い珪質沈澱岩中に径1～8mmの知状鉱が鉱梁状に

分布し鉱石鉱物は軟マンガン鉱硬マンガン鉱水マ

ンガン鉱でときに径15～20mmに達するものもある.

この鉱石の昂位は師状鉱の鉱染の強弱により全体の品

位は数%から約30%の間変化するが選鉱によりMn52

～58%PO.15劣の1等鉱が得られこの種の鉱石がチ

ァドルスキｰではもっとも重要桂役割を果たしている.

止)ベルト鉱

軟マンガン鉱を主とする黒色または水マンガン鉱を含

む褐色の細繊雨状鉱が煤状マンガンおよび玉髄質石英砂

掛によって充頓された泥状鉱がベルト鉱と呼ばれている.

第3図チァドルスキｰ鉱床地質図(a)および

柱状図(b)

12(a)地慨図:1.石典斑料および凝灰粋(撚盤)

､､52､石灰米(l1部削11紀)

113､潮新1阯堆繊旛(こ口)某晦にマンガン鉱

�

一_一___胴胚胎)

4.中新11,1』稚横幅(合化不糧)

5.中新1-1二下部サルマトスキｰ層

(b)枕状働:1.石英斑排および凝灰拷

2.助耕脈3.ジュラ紀石灰瑞

{､.1､部帥呵紀石灰料5.玄武岩

8.チョクラｰク砂耕9.チョクラｰク泥耕

10､スパ二十ドント1ブイ有灰排

11.フォラｰドヴィ層

12.下高1;一リ'･レマｰト鰯砂質頁右11

'十.3

｡十｡十十十｡十1

戀

この鉱石の品位はMn42～50%PO.15～O.22%で選

鉱の必要がない.黒色ベルト鉱はMn0280～90%に達

し化学工業に利用されている.

6)層状鉱

級密塊状の細粒または柄状の組織をもつ鉱石であり

層状を呈している.鉱石の品位はMn50～58%

P0.10～0.18%であるが量的には前二者の鉱石に比べ

て少ない.

上記の鉱石の他炭酸マンガン鉱が存在するがこれ

はマンガン方解石と菱マンガン鉱からなりその品位は

Mn6～30%P0.4～O.5%でおもに鉱床の北東地域

に分布している.また炭酸マンガン鉱の酸化によって

生じた2酸化マンガン鉱方解石によって充填された鯛

状鉱輝緑岩脈の接触部に生成されたブラウン鉱一ハ

ウスマン鉱(これは軟マンガン鉱一硬マンガン鉱の変

成産物)などがあり選鉱揚に送られる原鉱石の平均品

位はMn25～38%で現在も未だ膨大な鉱量を保有して

いる.チァドルスキｰ鉱床は海成沈澱鉱床で鉱床中に

鮫の樹種々の魚の骨その他海棲動物の化石が含まれて

いる.マンガンの起源としては中生代以降の厚い火

山岩属と先カンブリア紀の花筒岩中のマンガンが溶出し

て移動し漸新世の浅海に沈澱したと考えられている.

(3)ポルノ四チヌイ

中央ウラノレのイヴジェｰリ市の北に位置し1920年に

菊見され1942年に開発が始まり現在に至っている.

鉱石は古生層と漸新世の砂岩および頁岩の互層の不整

合面の上部に胚胎している.鉱床の露頭は第三紀層の

西側の境界に沿って王,5km連続し東に6～12切倶斜�
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圏口□麗口囮

に沿って600m追跡され鉱床の厚さは0.5～1.35mであ

る.漸新世当時の海岸線を示す酉の境界から東に向っ

て600mの間に二酸化マンガン鉱から炭酸マンガン鉱

に移化するが後者は海底のより深いところに沈澱した

産物と考えられる.二酸化マンガン鉱の発達する西部

鉱床の層序は下部から上部にかけて次のような順序が

みられる.

a)硬マンガン鉱と軟マンガン鉱からなる鉱石の薄層(厚さ1

川2cm)と脆い玉髄質石英岩(厚さ10～20cm)の互層が下底

にみられその厚さは数mで全体の平均品位はMη20形

であるが鉱石は容易に選鉱されて高品位鉱が得られる.

b)軟マンガン鉱と酸マンガン鉱の固結鉱が媒状マンガンの濠

透した脆い玉髄質肩英岩中に散在しておりその厚さは1

～2mで平均品位はMη25}30%P0.16茄SO.07茄で

あり選鉱が容易でニコポｰルに劣らたい良質の1等鉱が

得られる.

C)厚さ数mの塊状多孔質鉱と玉髄質肩英および海緑肩を道と

し鉱石は硬マンガン鉱からなるが東にゆくにつれて炭

酸塩鉱物が多く在ってくる.全体の品位はMn27弗

Si023晩で選鉱困難である'

炭酸マンガン鉱に富む東部鉱床の層序は西部鉱床と

は異なり下部では砂質炭酸マンガン鉱が多くその厚

さは数mでその上部に玉髄質石英一炭酸マンガン鉱

���

��

筋5図ウジンスキｰ鉱床地質断面図

碑屑層(沖積層)2.不灰瑞

低1冊1版含マンガン石灰排

マンガン方解石鉱体5.商侃版緑泥石一炭酸塩鉱物マンガン鉱体

低品f立珪酸マンガン鉱体7.輝線措

節4図ポルノｰチヌイ鋤;床地質断

痂図

1.列1種属2.碑屑層

蓄､泥灰質粘土層4.マンガン鉱床

5.石燕一海緑石砂端

6.郷布扮瑞質凝灰舟

と大き恋黄鉄鉱の団塊を伴う頁岩層(厚さ10～15m)が

みられる.これらの炭酸マンガン鉱(菱マンガン鉱)

は容易に買措から分離しその品位はMn30%Pおよ

びS0.1%Si0.20～30%で鋳鉄精錬の熔剤に用いら

れる.

ポルノｰチヌイ鉱床はニコポルスキｰチァドルス

キｰと同じく漸新世の浅海性沈澱鉱床であり最近西部

鉱床と東部鉱床の中間に隠微晶質の水マンガン鉱の存在

することが判明している.

(4)ウジンスキｰ(別名イヴァノフスキｰ)

西部シベリア地方のクズネッキｰ･アラダウにあり

テミｰノレ･タウおよびクシュタゴｰル鉄山の北東約100

kmの付近に位置する.

ウジンスキｰ鉱床は1939年に発見されたマンガン鉱

床でありその付近の地質は先カンブリア紀およびカン

ブリア紀の変成岩と堆積岩からなり鉱床周辺は下部に

下部カンブリア紀の珪質片岩砂岩石灰岩が発達し

その上部の鉱床を胚胎する層準は中部カンブリア紀の珪

質岩炭酸マンガン鉱および石灰岩の互層からなる.

鉱床は南と北に2枚の鉱体が存在し北部鉱体は走向

延長1200m厚さ125～250mで傾斜延長に125m以上

連続している.鉱体は合マンガン石灰岩緑泥石一

炭酸マンガン鉱および海綿の化石を含む珪質岩の互層で

含マンガン石灰渚の品位はM1128～30%である.一方

緑泥石一炭酸マンガン鉱の品位はMη27～38%でその

厚さは10～20mであるが外見は泥灰岩または苦灰岩に

似ており走向方向および傾斜延長にも連続性は余リ良

好でない.含マンガン石灰岩の鉱石鉱物はマンガン方

解石を主とし一見普通の石灰岩と余り変らない.ま

た緑泥石一炭酸マンガン鉱の主成分鉱物はMnCa

Mgを含む菱マンガン鉱と緑泥石からなり重晶石と磁

硫鉄鉱を伴っている.含マンガン石灰岩は鋳鉄の精錬

の熔剤として用いられまた緑泥石一炭酸マンガン鉱

は燐の含有が高いためフェロマンガンの原料に利用され

ている.

ウジンスキｰ鉱床の成因は鉱体内部の姉状組織や動

物化石を伴うこと等から中部カンブリア紀の大規模た

沈澱鉱床であると考えられている.�
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(5)マズルスキｰ

東部シベリア地方のクラスノヤノレスクに近いアチンス

ク市の南東に位置する.鉱床付近の地質はクチエｰ二･

ブノレｰフスク系(原生代)の火山1性堆積岩に属する珪質岩

(放散虫と海綿の化石を含む)珪質泥岩および石灰岩が

発達する.

鉱床は石灰岩の下位にある下部珪質岩層中に胚胎され

レンズ状を呈しその厚さは40mまたはそれ以上に達す

る.鉱石は菱マンガン鉱含マンガン菱鉄鉱および菱

鉄鉱からなり露頭から下部50～60mまでは二酸化マン

ガンとなっている.菱マンガン鉱を主とする鉱石の品

位はMn18～20%Fe3～20%P0.3～0.4%で硬マ

ンガン鉱軟マンガン鉱褐鉄鉱から放る露頭付近の二

次富化鉱はMn<48%P0.5～1%であり全体の平

均品位はMn19～20%Fe11～2096pO.4～o.5%で

ある.マスノレスキｰ鉱床の規模は大きいが低品位で

あるため鉱石はおもに製鉄の熔剤に用いられている.

本鉱床は原生代の珪質化学沈澱岩中に比較的Pの値の

高い低品位の鉄マンガン鉱床が沈澱し動力変成作用に

より外形はレンズ状を呈したと考えられており一部の

菱マンガン鉱は変成時の物質の移動により再沈澱した形

跡がみられる.

ク同一ム鉱床

ソ連では17世紀に入ってク回一ム鉱床の開発が始まり

現在は南回一デシァとならんで高品位鉱の巨大溶鉱量を

確保し採掘量は世界で第1位を占め白国の需要のみ

ならずポｰランドチェコスロバキアノ･ンガリｰ

ルｰマニアフランス等にクロｰム鉄鉱を輸出している.

クロｰム鉄鉱鉱床のもっとも重要な地域はウラル地方に

ありこれらはヴァリスカン造山運動時のかんらん岩と

スンかんらん岩の迷入に関係しており巨大な鉱床とし

ては中央ウラルのサラノフスコェとアラバェフスコェ

南ウラノレのヴェノレブリュジエゴｰルスコエアク･カノレ

ギンスコエおよびケムピルサイスク鉱床群があげられる.

このほかコｰカサスのアルメニアとアセノレバィジャ

ン共和国の境界付近(セバン湖の北東津)に上部白亜

紀および始新世の超塩基性岩中に小規棋の鉱床が多数分

布しショノレジンスコエ(アルメニア)とゲイダリンス

コエ(アセノレパイシャン)が現在稼行中である.

西部シベリア地方のクズネッキｰ･アラダウとサヤｰ

ヌィにはカレドニア造山期に生成した小規模のク回一ム

鉄鉱々床があるが採掘されていない.

このほか極東地方のチュゴｰトカ地域(アナトイノレ河

とペンジナ河流域)で第三紀(?)の超塩基性岩に伴う

小規模のクロｰム鉄鉱々床と白金の鉱化作用カ漁られ

ている.鉱床の成因はザヴァリッキｰ(A.H.3aBapH一

岨肋)ベチェｰヒチン(A.F.BeTexTHH)タタリｰノ

フ(n.M.TaTapHH0B)およびソコ回フ(LA.C0K0羽0B)

等によって研究されており次の4つの型に大別される.

1)岩漿分化鉱床

この種の鉱床ではクロｰム鉄鉱が塩超基性岩の岩漿

から早期に晶出して鉱染またはシュリｰレン状の鉱床

を形成するため普通鉱床と母岩の境界は漸移的な関係

がみられる.ウラノレにおけるクロｰム鉄鉱の鉱染の多

くは分結脈を伴いクリュチェフスキｰ鉱床のように分

結脈が稼行の対象となっている鉱山もある.

北ロｰデシアのビッグ･ダイクや南アのブッシュフェ

ルトのように早期晶出のクロｰム鉄鉱が重力の作用に

より分化沈澱して岩漿の底部に大規模な層状鉱床を形成

するがソ連ではこの型の鉱床は未だ知られていない.

一㌧.一'

帥耐｣5岬

第6図ソ連クロ

2)残漿分化鉱床

岩漿分化の過程でクロｰムに富む残漿が形成され岩

漿の主要部分の冷却より遅れて残漿から鉱床が生じたも

烈一のでありしたがって鉱床の形

鱗轟義一驚筆はニニ鴛ζ鶯1

れるが母岩と鉱床の境界は判然

〉･

昌.▲^て.r一'

サラノフスコエ

ペルプルシェゴｰルスコエ

ケンペルサイスキｰ{ク回一ム･タウ)

ム鉱床位置

としたものが多い.

この種の鉱床の多くは鉱体

がツンかんらん岩や粗粒の輝岩

の岩脈に切られている一方ク

ロｰム鉄鉱の鉱脈中にツンかん

らん岩の角礫が鉱石によって充

填されたものが観察され鉱床

が超塩基性岩体の主要部分の固�
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化よりも後期ツンかんらん碁とペグマタイト状粗粒輝

岩等の岩脈の貫入よりも前期に形成されたことを物語っ

ている.この場合クロｰム鉄鉱々床を形成する残漿の

分化には揮発性元素の役割りを考慮し荏ければならたい.

以前には超塩基性岩の岩漿中には揮発成分をほとんど含

まないと考えられたがウラルの二一ジュネ･タキｰル

の近くの超塩基性岩中のゴスシャｰフト白金鉱床の深部

から多量のメタンガスが発生した例が知られておりま

たツンかんらん岩体中の小晶洞が水とメタンガスによっ

て満たされていたこともありこの他緑泥石および雲母

讐の熱水性鉱物を伴うことなどから超塩基性岩中の揮

発成分(HCSP)の存在が確認されている.

普通超塩基性岩の早期岩漿分化のクロｰム鉄鉱は細粒

で径O.5～1mmのものが多いのに反して残漿分化に

より晶出したクロｰム鉄鉱は粗粒で径3～5mmから

2～3cmに達するものが存在するがこれは結晶成長

を促進した揮発成分の影響であろう.残漿分化による

クロｰム鉄鉱ヵ床の中MgとCrに富むツンかんらん

岩に胚胎するものは高品位の合マグネシウムクロｰム鉄

鉱(magnochromite)が多くクロｰム透輝石を伴うカ;一

方がんらん岩中では低品位の耐火材に用いられるクロ

ｰム鉄鉱が多く雲母緑泥石灰クロｰム柘榴石を伴っ

ており母岩の性質と随伴鉱物の組成により鉱石の成分

と品位に規貝I｣性がみられる.,また母岩中にCaの含

有量が高い場合クロｰム尖晶石中のAlの含有率が低下

し逆にCaが母岩中に少ないときクロｰム尖晶石中

のCrが低下してAlが増加する傾向がみられる.

この他クロｰム鉄鉱中団塊鉱(noduleore)およびレ

オポノレド鉱(1eopordite)と呼ばれている独特の鉱石が

翻

･轟x

紀
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節7図

サラノフスコエ鉱床地質図

1.結晶片岩層

2.細粒かんらん措

3.粗粒かんらん治

4.かんらん堵(粒度不定)

5.蛇紋措

6.開発鉱体

7､三ド嗜固多蕎鉱体

8.斑蛎措一輝線批

9.変閃緑措

10.砂クロｰム

みられる.クロｰム鉄鉱からなる団塊鉱は球形または

卵形を呈し蛇紋岩化したツンかんらん岩中に含まれる.

一方レオポノレド鉱はその形は団塊鉱に似ているが内部

に蛇紋岩化したかんらん岩があり外側をク回一ム鉄鉱

が取り巻いているものをいう.これらはいずれも雲母

緑泥石灰クロｰム柘榴石電気石を伴っており

からクロｰム鉄鉱のみ分離したものが団塊鉱を作りク

回一ム鉄鉱と珪酸塩鉱物が混って分離したものがレオポ

ルド鉱を作ったと推定されている.

クロｰム鉄鉱の残漿分化鉱床は含チタン磁鉄鉱々床と

形態や成因に共通している面があるが本質的に異なっ

た面もみられる.すなわちクロｰム鉄鉱はツンかん

らん岩とかんらん岩中に存在するのに対して含チタン

磁鉄鉱は斑板岩または輝岩に密接に伴っており岩漿分

化の早期からクロｰムとチタンは異質の火成活動に関係

している.またクロｰム鉄鉱の晶出はかんらん石の晶

出と同時かまたは先行するが含チタン磁鉄鉱は母岩の

鉱物の晶出時期より遅れそれらの間隙をみたしている

ことが多い.この種のクロｰム鉄鉱々床はソ連ではき

わめて重要な役割りを果たしている.

3)漂砂鉱床

先に述べたよう祖クロｰム鉄鉱々床の露頭が風化分解

して形成されたものであり鉱石は円礫状であるが余

り淘汰されていない.中央ウラルのサラン1⊥1の斜面の

漂砂鉱床が鉱業的価値をもつ代表的な例としてあげられ

る.

4)風化残留鉱床

超塩基性岩の風化によって生じた褐鉄鉱中にクロｰム

鉄鉱の結晶または角礫が分散して存在しており選鉱は

水洗によって容易にク回一ム鉄鉱の精鉱が得られる.

しかし褐鉄鉱と共に熔鉱炉に直接投入するものも少な

くない.ソ連では南ウラルにこの種の鉱床が存在する.

次に代表例としてサラノフスコェとキムヘルサイス

キｰ鉱床について述べることにする.

(1)サラノフスコエ

中央ウラノレのサラｰヌィの北に位置し鉱床は蛇紋岩

化したかんらん岩中に胚胎する.このかんらん岩体は

下部古生層の千枚岩中に存在し子午線方向に2㎞弱伸

びるがその幅は250m以下である.

サラノフスコエ鉱床は急傾斜した鉱脈状の3つの主要

鉱体からなり北西方向に750～800m追跡され中央脈

の幅は9.1～9.4m西部脈は3.9～4.2m東部脈は2.3

～2.4mである.鉱体と母岩の境界は明りょうであり�



一37一

働冒､囮后

固2団7

腕3睡18

桝篶､多馳[…コg

囮5回10

糠

甥､;1;･､多

寸寸可

多賊鑑

τ､'､

㌦寸

飾8国ケムヒ'ルサイスキｰ

鉱床付近地質図

1,l11肚代および新生代の地

膚(泥灰措砂岩)2.

斑砺碁および珪質拙(ル

ｰフペンダント)

3､斑稀姶変成岩類(古生

層および先カンブリア

脳)一火山岩および凝灰

岩起淑

4.蛇紋地(瞭姥不リ』)

5.ハルツブルク岩地漁σ)蛇

紋鴉

6.レｰルゾル措起源の蛇紋

堵

7.蛇紋措fヒしたツンかんら

ん岩一ノ､ルツブルグ地互

蝿

8.いちじるしくノ､ノレツブノレ

グ岩を伴う蛇紋堵化した

ツンかんらノ)措

g.Cr20832～45%の鉱体

10.Cr20855%以上の鉱体

024681倣m

鉱石は塊状でクロｰム尖晶石からなりその平均品位は

Cr.0335～42%Fe018～20%であるため耐火材料と

化学工業に用いられている.鉱脈中割れ目に沿いク回

一ム雲母灰クロｰム柘榴石緑泥石の晶出がみられ

鉱床の成因はその形態および母岩との関係狂とから残漿

分化鉱床と考えられる.サラノフスコェ鉱床は相当多

量の鉱量を保有している.

(2)ケムペルサイス宰四鉱床群

ウラルの南端のアクチェビシスク(カザックスタン共

和国)地域に位置し1937年に発見された鉱床樺である.

北北東方面に延びた長さ70km幅10～20kmの規模の

餅盤状を呈する蛇紋岩化したかんらん岩中に鉱床群は存

在する.このかんらん岩体はシルノレ紀デボン紀およ

び下部石炭紀の堆積岩に接触変成作用を与え地質構造

上ドｰム状地域に貫入しておりこれらの基盤岩類は上

部白亜紀と古籍三紀の泥灰岩と砂岩によっておおわれて

いる.かんらメ)蛤の質入時期はヴプけカン淘↓躍動

の初期とみなされジ狐ラ紀に地表ぽ露湖して広範闘ぽ

わたり風化作用を受け一部に鉄一ニッケルを空とする

残留鉱床が形成されている,び)かんり)岩体は抽も

にハルツブルク岩型に属し南東部でツンかんらん岩と

なっている｡この岩体の特徴としては蜜直方胸に帯状

構造を示し上部から下部紀かけて角閃宥かんらん岩

斑状超塩基性岩縞状ヅかんらん岩一かんらん猪の変化

､榊側鰍段蝸1糺餓肘慕繍搬遣嚇;一

守》博曲中#守甘甘

が認められるが南東部では若干異なリ所々にツンか

んらん岩のシュリｰレンを伴うハノレツブルク岩一紫蘇輝

石ツンかんらん岩その下部にもっとも巨大なクロｰム

鉄鉱々床を伴うツンかんらん若さらに深部でツンかん

らん岩とハルツブルク岩の縞状互層に変化する.鉱床

の走向傾斜はツンかんらん岩一ノ･ルツプノレグ岩の縞状構

造と平行して子午線方向に延び普通西に傾斜するがと

きに東に傾斜するものとみられる.この地域のクロｰ

ム鉄鉱々床鮮はだいたい次の2つの型に分けられる.

a)ケムピルサイ村の北側では鉱脈が縞状ツンかんらん着一ハ

ルツブルク岩帯中に胎胚しこれらの鉱石は塊状であるが

ク1コｰムの品位が低く耐火用鉱石として用いられてい

る.

b)ケムピルサイ村の南東一ドンスキｰ鉱床群では蛇紋岩化

したツンかんらん岩中に非常に巨大なレンズ状または脈

状の高品位の合マグネシウムクロｰム鉄鉱(鉄冶金用鉱石)

からなる鉱体が存在する.

巨大なレンズ状鉱体としてはギガントスプｰトニク

スボｰノレノ工物深1-e物探2-e(重力異常により

発見)が存在しまた鉱脈としてジェムチゥｰジナとア

ノレマｰズがある.アノレマｰズ鉱脈は走向が南北で西

に50-6ぴ傾斜しており走向延長数100m鉱体の厚さ

は40～80mである.一方レンズ状鉱体であるギガント

は走向北東で北酉に6ぴ傾斜しているが北西方向の

後生的放断層運動により緩傾斜の形態を呈している.

一般に地表付近の鉱石は風化作用により地下10～15

mまでは砂状または胞質の鉱石に変化し珪酸塩が溶出

しているため非常に高品位の鉱石となっている.15m

以下では塊状の鉱石となるがドンスキｰ鉱床群では

C｢203の比が3以上に達し鉄冶金に適した鉱石を産す

䙥伀

る.これらσ)鉱床の構造的位置は趨塩基性岩体のドｰ

ム状部の直線的な弱帯を伴う付近にあるとされており

成因としては残漿分化鉱床に属するがこれらの鉱床群

を研究したソ鴛寝フ(ザ人C帆｡瓜0B脳8)は岩線分化

の早期の産物であるシｰトレン状のものから母岩の

瞳鵬後の割れ冒に艇胎した鉱脈に至る間の種々の過程

のものが鰯察されると述べている.ケムペルサイスキ

ｰ鉱床麟は世界的にも鍛大級のク漂一ム鉄鉱埼床である.

(錐禽は鉱床部)

;飼幻㌔べか㍑ん事一地1室1夕)約ルト鉱床

i｡総徽ハエｰム鉄鉱婁.塊状ク蓼一ム鉄鉱

3.ツンかん1らん堵灘蛇紋姶遥.列1椥樹

§｡搬定鉱簸(燃騨)

§.燃操堀部掌吉陶㈱�


